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校正証明書 

 

依頼者名 東洋メディック株式会社 

住所 東京都文京区関口 1‐14‐10 

品名 電離箱 

製造者名 IBA Dosimetry 

型式 FC65-G 

製造番号 〇〇〇〇 

校正項目 水吸収線量率 

校正方法 当事業所「校正作業手順書（リニアック）」による 

校正実施条件 2 頁のとおり 

校正結果 3 頁のとおり 

校正実施場所 国立研究開発法人産業技術総合研究所  

つくばセンター 中央事業所 

校正年月日 〇〇〇〇年〇〇月〇〇日 

  

  

 

校正結果は前項のとおり相違ない事を証明します。 

 

発行年月日 〇〇〇〇年〇〇月〇〇日 

発行者 東京都文京区関口 1-14-10 

東洋メディック株式会社 

計量計測部 計量校正課 

発行責任者 〇〇〇〇 

 

 

・この証明書は、計量法第 144 条（第 1 項）に基づくものであり、特定標準器（国家標準）にトレーサブルな標準器により校正した結
果を示すものです。認定シンボルは、校正した結果の国家標準へのトレーサビリティの証拠です。発行機関の書面による承認なしに

この証明書の一部分のみを複製して用いることは禁じられています。 
・当事業所は ISO/IEC 17025：2017  に適合しています。 
・この証明書は ILAC（国際試験所認定協力機構）及び APAC（アジア太平洋認定協力機構）の MRA（相互承認）に加盟している

IAJapan に認定された校正機関によって発行されています。この校正結果は ILAC/APAC の MRA を通じて、国際的に受け入れ可能で
す。 

・この証明書には電子署名を付与しています。 
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校正実施条件 

電 離 箱  

基 準 電 圧 +300 V (収集電極) 

収 集 電 荷 の 極 性 負 

基 準 点 電離空洞の幾何学中心 

防 浸 鞘 無し 

 

高 エ ネ ル ギ ー 光 子 線  

線 源 医療用リニアック 

線 源 – 表 面 間 距 離 1 m 

照 射 野 10 cm × 10 cm 

水 深 さ 10 g cm-2 

水 吸 収 線 量 率 1.3 Gy min-1 ～ 1.5 Gy min-1  

 

 

大 気 条 件  

気 圧 1013.25 hPa ± 50.0 hPa 

気 温 22 ℃ ± 5 ℃ 

水 温 22.0 ℃ ± 0.5 ℃ 

相 対 湿 度 50 % ± 30 % 
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校正結果 

高エネルギー光子線 

公称加速電圧 線質指標 

𝑇𝑃𝑅20,10 

水吸収線量校正定数 

𝑁D,w,QSDL
 / mGy nC−1

相対拡張不確かさ 

𝑈(𝑁D,w,QSDL
) / %

4 MV 0.621 47.89 1.0 

6 MV 0.667 47.68 1.0 

10 MV 0.739 47.03 1.0 

備考 

・校正定数は 22 ℃、1013.25 hPa に換算している。

・𝑇𝑃𝑅20,10は水中 10 cm に対する 20 cm の組織ファントム線量比の略称であり、日本医学物理学

会編「外部放射線治療における水吸収線量の標準計測法（標準計測法 12）」の方法にしたがって求

めている。

・𝑅50は深部線量半価深の略称であり、標準計測法 12 の方法にしたがって求めている。

・高エネルギー光子線および高エネルギー電子線の水吸収線量校正定数は極性効果およびイオン再結

合補正を適用済みである。各補正係数は標準計測法 12 の方法にしたがって求めている。

・上記の相対拡張不確かさは包含係数 k = 2 を相対合成標準不確かさに乗じて求めた。包含係数 k = 2

は、正規分布においては、約 95 % の信頼の水準に相当する。

・添付資料として、この校正証明書の参考情報を記載した文書をこのデジタル証明書に添付した。

・この証明書は電磁的方法により発行したものであり、印刷物は正式な校正証明書ではない。

以上 



FitLinearCurve1

		線質指標		校正定数

		0.621		47.94

		0.622		47.93

		0.623		47.93

		0.624		47.92

		0.625		47.91

		0.626		47.90

		0.627		47.90

		0.628		47.89

		0.629		47.88

		0.63		47.87

		0.631		47.87

		0.632		47.86

		0.633		47.85

		0.634		47.84

		0.635		47.84

		0.636		47.83

		0.637		47.82

		0.638		47.81

		0.639		47.81

		0.64		47.80

		0.641		47.79

		0.642		47.78

		0.643		47.78

		0.644		47.77

		0.645		47.76

		0.646		47.75

		0.647		47.75

		0.648		47.74

		0.649		47.73

		0.65		47.72

		0.651		47.72

		0.652		47.71

		0.653		47.70

		0.654		47.69

		0.655		47.69

		0.656		47.68

		0.657		47.67

		0.658		47.66

		0.659		47.66

		0.66		47.65

		0.661		47.64

		0.662		47.64

		0.663		47.63

		0.664		47.62

		0.665		47.61

		0.666		47.61

		0.667		47.60

		0.668		47.59

		0.669		47.58

		0.67		47.58

		0.671		47.57

		0.672		47.56

		0.673		47.55

		0.674		47.55

		0.675		47.54

		0.676		47.53

		0.677		47.52

		0.678		47.52

		0.679		47.51

		0.68		47.50

		0.681		47.49

		0.682		47.49

		0.683		47.48

		0.684		47.47

		0.685		47.46

		0.686		47.46

		0.687		47.45

		0.688		47.44

		0.689		47.43

		0.69		47.43

		0.691		47.42

		0.692		47.41

		0.693		47.40

		0.694		47.40

		0.695		47.39

		0.696		47.38

		0.697		47.37

		0.698		47.37

		0.699		47.36

		0.7		47.35

		0.701		47.34

		0.702		47.34

		0.703		47.33

		0.704		47.32

		0.705		47.31

		0.706		47.31

		0.707		47.30

		0.708		47.29

		0.709		47.28

		0.71		47.28

		0.711		47.27

		0.712		47.26

		0.713		47.25

		0.714		47.25

		0.715		47.24

		0.716		47.23

		0.717		47.23

		0.718		47.22

		0.719		47.21

		0.72		47.20

		0.721		47.20

		0.722		47.19

		0.723		47.18

		0.724		47.17

		0.725		47.17

		0.726		47.16

		0.727		47.15

		0.728		47.14

		0.729		47.14

		0.73		47.13

		0.731		47.12

		0.732		47.11

		0.733		47.11

		0.734		47.10

		0.735		47.09

		0.736		47.08

		0.737		47.08

		0.738		47.07

		0.739		47.06








添付資料 校正証明書 〇〇〇〇〇〇〇〇-〇〇 の参考情報 


 


・ユーザー線質Qにおける円筒形電離箱の高エネルギー光子線水吸収線量校正定数（校正点 3 点） 


 


ユーザー線質Qが校正証明書に記載された𝑇𝑃𝑅20,10から±0.005 以内で一致している場合、校正証明書に


記載された水吸収線量校正定数をそのまま用いても良い。 


与えられた校正点が 3点でユーザー線質Qがその線質範囲内にある場合、校正証明書に記載された


𝑇𝑃𝑅20,10について直線近似で内挿し、水吸収線量校正定数𝑁D,w,Qを求めることができる。 


 


𝑁D,w,Q = 52.569 − 7.4528(𝑇𝑃𝑅20,10) 


 


ユーザー線質Qである𝑇𝑃𝑅20,10の値が校正証明書に記載された𝑇𝑃𝑅20,10の範囲外である場合、ユーザー線


質Qに最も近い線質の水吸収線量校正定数𝑁D,w,QSDL
から標準計測法 12 の表 3.3 に与えられた線質変換係


数を用いて，次の式で𝑁D,w,Qを求める。 


 


𝑁D,w,Q = 𝑁D,w,QSDL


𝑘Q


𝑘QSDL


 


 


ここで、QSDLは校正証明書に記載された線質𝑇𝑃𝑅20,10である。𝑘QSDL
はQSDLにおける電離箱の線質変換係


数で、𝑘Qはユーザー線質Qにおける電離箱の線質変換係数である。𝑘Qおよび𝑘QSDL
は標準計測法 12 の表


3.3からそれぞれの線質変換係数の値を読み取る。 


 


水吸収線量校正定数𝑁D,w,QSDL
の相対標準不確かさは 0.5 %とする。ユーザー線質の水吸収線量校正定数を


内挿と外挿で求める際の相対標準不確かさを 0.3 %とし、ユーザー線質における校正深水吸収線量の相対


拡張不確かさ(包含係数 k=2)は 1.9％と見積もる。 


 


  







・ユーザー線質における水吸収線量校正定数を用いた水吸収線量 


 


日本医学物理学会発行の医療用リニアック装置によって校正された放射線治療用線量計による水吸収線


量の標準計測法（リニアック標準計測法 24）の手順にもとづいて高エネルギー光子線の水吸収線量を計


測する場合は、次の式を用いることで線質Qにおける校正深水吸収線量𝐷w,Qを決定することができる。


ただし円筒形電離箱の基準点は電離箱の幾何学中心となっていることに留意すること。 


 


𝐷w,Q =  𝑀Q𝑁D,w,Q 


 


ここで、𝑀Qは線質Qの校正条件における電離箱の指示値である。𝑀Qは温度気圧補正係数𝑘TP、極性効果


補正係数𝑘pol、イオン再結合補正係数𝑘s、電位計校正定数𝑘elecの補正が含まれ、いずれも標準計測法 12


の手順に基づいて決定する。 


 


 


 


以上 


 





